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１
日
の
最
高
気
温
が
35
度
以
上
に
な
っ
た
日
を
指
す
「
猛
暑
日
」
が
導
入
さ
れ
た
の
は
２

０
０
７
年
の
こ
と
。
以
来
、
猛
暑
日
は
す
っ
か
り
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。
熱
中
症
の
重
篤
化

に
よ
る
死
亡
災
害
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
受
け
、
今
年
６
月
１
日
か
ら
職
場
の
熱
中
症
対

策
（「
体
制
整
備
」・「
手
順
作
成
」・「
関
係
者
へ
の
周
知
」）
が
罰
則
付
き
で
義
務
化
さ
れ

た
。
事
業
者
は
労
働
者
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
や
休
憩
の
確
保
、
日

陰
や
風
通
し
の
良
い
休
憩
所
の
設
置
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
現
場
で
の
作
業
が
多
い
建
設
業

に
と
っ
て
、
熱
中
症
対
策
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
問
題
。
厳
し
い
暑
さ
が
続
く

中
、
あ
ら
た
め
て
熱
中
症
対
策
の
大
切
さ
を
考
え
た
い
。

　
熱
中
症
は
気
温
・
湿
度
が
高

い
状
況
で
、
体
温
の
調
節
が
う

ま
く
い
か
ず
、
様
々
な
症
状
が

起
こ
る
状
態
を
指
す
。
具
体
的

に
は
、
め
ま
い
、
失
神
、
筋
肉

痛
、
筋
肉
の
硬
直
、
大
量
の
発

汗
、
頭
痛
、
気
分
の
不
快
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
倦
怠
感
、
虚
脱

感
、
意
識
障
害
、
痙
攣
・
手
足

の
運
動
障
害
、
高
体
温
な
ど
が

現
わ
れ
る
。
最
悪
の
場
合
は
死

に
至
り
、
重
症
の
場
合
は
頭
痛

や
倦
怠
感
、
運
動
機
能
障
害
な

ど
の
後
遺
症
が
残
る
可
能
性
も

あ
り
う
る
。

　
職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
者
お
よ
び
休
業
４
日
以
上
の

業
務
上
疾
病
者
の
数
（
死
傷
者

数
）
は
、
24
年
に
１
２
５
７
人

で
死
傷
者
数
に
つ
い
て
統
計
を

取
り
始
め
た
05
年
以
降
、
最
多

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
死
亡

者
数
は
31
人
と
な
り
、
死
亡
災

害
の
統
計
を
取
り
始
め
た
１
９

８
９
年
以
降
、
当
時
、
観
測
史

上
１
位
の
猛
暑
で
あ
っ
た
２
０

１
０
年
の
47
人
に
次
い
で
多
く

な
っ
て
い
る
。

　
24
年
の
死
傷
者
数
を
業
種
別

で
見
る
と
、
製
造
業
が
２
３
５

人
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
建
設

業
が
２
２
８
人
、
運
送
業
が
１

８
６
人
、
警
備
業
が
１
４
２
人

と
続
く
。
死
者
数
に
限
っ
て
見

る
と
、
建
設
業
は
10
人
で
最
も

多
い
。
業
種
別
で
２
桁
を
超
え

る
の
は
建
設
業
の
み
で
、
21
年

か
ら
４
年
連
続
で
２
桁
を
超
え

て
い
る
。

　
24
年
の
月
別
発
生
状
況
で

は
、
７
月
が
５
８
８
人
、
８
月

が
４
３
１
人
と
突
出
し
て
お

り
、
死
者
数
も
計
30
人
と
集
中

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

２
カ
月
以
外
の
月
も
死
傷
者
は

発
生
し
て
お
り
、
冬
場
で
も
注

意
を
怠
る
理
由
に
は
な
ら
な

い
。

　
年
齢
別
の
死
傷
者
数
は
65
才

以
上
が
２
２
７
人
、
55
～
59
才

が
１
７
７
人
、
50
～
54
才
が
１

６
４
人
、
60
～
64
才
が
１
３
９

人
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
50
才

代
以
上
で
全
体
の
約
56
％
を
占

め
、
死
亡
者
数
は
全
体
の
約

67
％
を
占
め
て
い
る
。

必
要
に
な
る
。

　
熱
中
症
を
防
ぐ
に
は
、
日
頃

か
ら
の
予
防
対
策
も
重
要
だ
。

厚
労
省
は
「
前
日
」、「
仕
事

前
」、「
仕
事
中
」
の
３
つ
の
視

点
か
ら
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
保

つ
よ
う
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　
前
日
の
注
意
点
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
量
を
控
え
る
こ
と
、

睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
確
保
す

る
こ
と
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
を
確
認
す
る
こ
と
。
特
に
飲

酒
が
深
い
場
合
、
翌
日
は
ア
ル

コ
ー
ル
の
利
尿
作
用
で
脱
水
状

態
に
な
り
や
す
く
な
る
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

　
仕
事
前
に
は
管
理
者
が
作
業

者
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必

要
が
あ
る
。
よ
く
眠
れ
た
か
、

食
事
を
し
た
か
、
二
日
酔
い
は

し
て
な
い
か
、
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
眠
れ
て
い
な
け
れ
ば
体

温
調
整
機
能
が
低
下
し
、
食
事

を
し
て
い
な
け
れ
ば
水
分
、
塩

分
な
ど
が
不
足
す
る
。
体
調
が

良
く
な
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
事
故

を
起
こ
す
可
能
性
が
上
昇
す

る
。
ま
た
、
当
日
の
朝
に
ア

ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
場
合

は
、
作
業
の
段
取
り
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
仕
事
中
の
チ
ェ
ッ
ク
事
項
と

し
て
は
、
単
独
作
業
を
極
力

ど
、
い
つ
も
と
違
う
と
思
っ
た

ら
直
ち
に
作
業
を
中
止
し
、
応

急
手
当
や
救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど

の
処
置
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
そ
の
際
に
有
効
な
の
が
「
水

か
け
」
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
で
は
一
般
的
で
、
も
し
も
作

業
員
に
熱
中
症
の
疑
い
が
あ
れ

ば
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の

間
、
作
業
着
を
脱
が
せ
て
水
を

全
身
に
か
け
て
急
速
冷
却
す

る
。

　
逆
に
危
険
な
の
は
一
人
に
し

　
一
般
に
高
齢
者
は
、
身
体
機

能
の
低
下
な
ど
が
影
響
し
、
加

齢
に
よ
り
熱
中
症
を
発
症
す
る

リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か
ら
、
死

亡
災
害
に
至
る
割
合
が
高
く
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
も
し
も
体
調
に
異
変
を
感
じ

た
ら
、
屋
内
外
を
問
わ
ず
、
我

慢
せ
ず
に
す
ぐ
周
り
の
人
に
伝

え
る
こ
と
が
重
要
だ
。「
も
う

少
し
で
作
業
が
終
わ
る
か
ら
」、

「
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
の
が

申
し
訳
な
い
」
と
い
う
考
え
は

危
険
極
ま
り
な
い
。

　
ま
た
、
自
分
の
体
調
を
き
ち

ん
と
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、

常
に
周
囲
に
気
を
配
り
、
い
つ

も
と
様
子
が
違
う
と
思
っ
た
ら

声
か
け
を
す
る
よ
う
に
し
た

い
。
建
設
現
場
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
仕
事
を

し
て
お
り
、
自
分
一
人
だ
け
の

現
場
で
は
な
い
。

　
作
業
員
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
る
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い
る
、

呼
び
か
け
に
反
応
し
な
い
、

ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
、
汗
が
止

ま
ら
な
い
・
汗
が
出
な
い
な

避
け
る
、
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
う
、
水
分
・
塩
分
を
補
給
す

る
、
こ
ま
め
に
休
憩
す
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
安
全

確
保
に
努
め
、
休
憩
中
は
で
き

る
だ
け
身
体
を
冷
や
す
。
の
ど

が
渇
い
て
い
な
く
て
も
水
分
と

塩
分
を
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切

だ
。
厚
労
省
で
は
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
や
経
口
補
水
液
を
30
分
ご
と

に
コ
ッ
プ
１
杯
（
２
０
０
ml
）

程
度
飲
む
こ
と
を
勧
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
入
職
し
た
ば
か
り
の

人
や
長
期
休
暇
あ
け
の
人
が
い

る
場
合
、
暑
さ
に
慣
れ
る
（
暑

熱
順
化
）
ま
で
十
分
に
休
憩
を

と
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
の

傾
向
と
し
て
、「
初
期
症
状
の

放
置
・
対
応
の
遅
れ
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
重
篤
化
さ
せ
な
い
た

め
に
は
、
早
期
に
発
見
し
て
適

切
な
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
熱
中
症
対
策
の
義
務
化
に
よ

り
、
事
業
者
が
熱
中
症
対
策
を

怠
っ
た
場
合
、
６
カ
月
以
下
の

拘
禁
刑
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
が
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
「
罰
則
が
あ
る
か
ら
」
で
は

な
く
、
か
け
が
え
の
な
い
人
命

を
最
優
先
に
尊
重
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
職
場
で
真
剣
に
熱
中

症
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

て
お
く
こ
と
。
冷
房
の
効
い
た

車
内
や
室
内
で
休
ま
せ
れ
ば
大

丈
夫
だ
ろ
う
、
な
ど
と
い
う
こ

と
は
な
く
、
体
調
の
変
化
に
気

づ
か
ず
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
『
働
く

人
の
今
す
ぐ
使
え
る
熱
中
症

ガ
イ
ド
』
を
Ｈ
Ｐ
（https://

w
w
w
.m
hlw

.go.jp/
stf/seisakunitsuite/
bunya/0000116133_00001.
html

）
で
公
開
し
て
お
り
、

建
設
現
場
で
の
熱
中
症
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
対
策
や
取
組
事
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
を

印
刷
し
、
身
近
な
場
所
に
お
い

て
置
く
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
救
急
医
学
会
の
「
熱
中

症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０

２
４
」
に
よ
る
と
、
重
症
度
Ⅰ

度
（
熱
失
神
）
で
は
顔
面
蒼

白
、
脱
水
、
吐
き
気
、
立
ち
く

ら
み
、
急
性
の
筋
肉
痛
、
こ
む

ら
返
り
な
ど
の
症
状
が
現
れ

る
。
主
な
手
当
と
し
て
冷
所
で

安
静
、
水
分
・
塩
分
の
補
給
、

身
体
を
冷
や
す
な
ど
を
提
示
し

て
い
る
。

　
重
症
度
Ⅱ
度
（
熱
疲
労
）
は

医
療
機
関
で
の
診
療
が
必
要

と
な
る
。
主
な
症
状
は
口
の
渇

き
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
倦
怠
感

な
ど
。
意
識
が
な
い
、
け
い
れ

ん
発
作
な
ど
重
症
度
Ⅲ
度
（
熱

射
病
）
に
な
る
と
入
院
治
療
が

猛
暑
襲
来
！ 

熱
中
症
対
策
強
化
を

健
康
管
理
と
環
境
整
備
で
事
故
防
止

法
改
正
で
罰
則
付
き
義
務
化
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㈲ 丸 隆 建 設

㈲ 久 保 組
㈱ 一 心
大 鵬 電 設 ㈱
㈱ 臼 田 設 計
松 尾 建 設 ㈱
五 島 産 業 ㈱
ジ ョ イ テ ッ ク ㈱

青 柳　静 男
荒 川　　 博
柴 　　信 一

理 事
監 事
監 事

［青柳建設㈱］
［㈱ ア ラ 川］
［旭建設工業㈱］

中川原　　勇　
横 関　順 一
青 柳　晴 男

会 長
副会長
理 事

［石塚産業㈱］
［横関建設㈱］
［㈱青柳工務店］

都 建 設 工 業 ㈲
横 関 建 設 ㈱

青 柳 建 設 ㈱
㈱ 青 柳 工 務 店
旭 建 設 工 業 ㈱
㈱ ア ラ 川
石 塚 産 業 ㈱

㈲ 内 田 建 設
㈲ 苅 部 建 設
㈱ 菊 池 組
㈲ 桜 井 企 業
㈲ 関 工 務 店

㈲ 薗 部 組
㈲ 高 橋 建 設
㈲ 中 山 産 業
の だ や 建 設 ㈱
フジクラフト㈱

㈱

㈱ 大 賢 工 業
㈱ 武 笠 建 設
東 昭 建 設 ㈱
㈲ 磯 山 建 装 工 業
㈱ 稲 川 興 産

﨑

幹 事
　 〃 　
監 事
　 〃 　

初 沢　  真 一
端 　 　 孝 男
鈴 木 　 　 茂
根 本　  忠 志

〔 初 沢 建 設 ㈱ 〕
〔 ㈱ 端 工 務 店 〕
〔 鈴 木 鉄 工 建 設 ㈱ 〕
〔 ㈱ 根 本 工 業 〕

会 長
副 会 長
　 〃 　
会 計

塚 田 　 　 隆
山 本　  宗 一
篠 島　  理 男
古 澤　  真 人

〔 塚 田 建 材 ㈱ 〕
〔 ㈱ 下 妻 建 設 〕
〔 ㈲ 大 宝 建 設 工 業 〕
〔 常 総 機 材 ㈱ 〕

菊 池  宏 行理 事 長

㈲ 川 西 砕 石
笠 間 砕 石 ㈱
新 宿 産 業 ㈱
塚 田 陶 管 ㈱

関 東 商 工 ㈱
岡 本 興 業 ㈱
大 泉 砕 石 ㈱

日鉱第一砕石㈱
㈱ オ ー リ ス
五月女鉱業㈱

丸 山 物 産 ㈱
総武石材鉱業㈱
東京石灰工業㈱

理 事 長　小又　　純
副理事長　上沢　昌幸
副理事長　吉田　賢司

会長　古川　正美　　役員・会員一同

https://ibaraki-gyosei.or.jp

外 会員32社一同

会　長　橋　本　義　隆
副会長　武　藤　秀　樹
副会長　吉　原　清　寿
副会長　吉　川　善　啓

〒306－0234　茨城県古河市上辺見 1－2664 ㈲神原防水工業 内
TEL 0280－31－3333　FAX 0280－31－3335

茨城県防水工事業連合会
会　長　神 原 陽 一

副会長　植田佳男　益子公一郎　山﨑晋一郎

会　長 　和田本　　　聡
副会長 　柏　井　広　一
副会長 　大　島　　　浩
副会長 　五十嵐　則　夫

〒310-0852　水戸市笠原町 1 7 5 4 - 4
TEL.029(305)7301　FAX.029(243)1523

外会員一同

理 事 長　生田目　好　美
専務理事　皆　川　桂　一
常務理事　梅　澤　信　行

土木構造物・建築物・上下水道の設計、積算、施工管理

飯塚　博之
＜〒310‒0852＞水戸市笠原町978番25 TEL（029）301‒7000 FAX（029）301‒7010
https://www.dc-ibaraki.or.jp/ TEL（029）301‒7003（会議室予約）　

〒310－0022
水戸市梅香1丁目5番5号　JA会館分館　電話029(225)3143

理 事 長　石　井　邦　一
副理事長　川　野　和　彦
副理事長　野　上　満　正

副理事長　豊　田　　　稔

茨城県森林・林業協会公　　益
社団法人

みどりの新時代をリードします

〒310-0022
水戸市梅香1-5-5　JA会館分館
〇森林・林業部
（林業労働力確保支援、市町村森林管理サポート）
TEL：029-225-5949　FAX：029-225-6847

〇緑化部（緑の募金、森林づくりサポート）
TEL：029-303-2828　FAX：029-225-6847
〇治山林道部
（森林土木事業の調査、測量、設計、コンサル）
TEL：029-225-7280　FAX：029-225-6847

チェーンソー・刈払機・伐木造材機械の資格取得はお済ですか

林業・木材製造業労働災害防止協会茨城県支部
支　部　長　　野　上　満　正

副 支 部 長　　川　野　和　彦
（茨城県木材協同組合連合会会長）

〒319－2205　茨城県常陸大宮市宮の郷 2153－38
TEL 0294－33－5121　FAX 0294－33－5191
HP アドレス https://www.wood-ibaraki.jp/rinsaikyo/

（茨城県森林組合連合会代表理事会長）

info@i-tekko.jphttps://i-tekko.jp

理　事
　〃
　〃
監　事
　〃

部会長
副部会長
理　事
　〃
　〃
　〃

石　津　弘　敏
栁　橋　一　明
大　貫　茂　男
伊　東　久　夫
大　橋　一　博

外会員一同

秋　山　光　伯
関　　　和　郎
鈴　木　一　良
酒　井　幸　一
高　野　　　裕
小松原　　　仁

茨城県建設業協会 舗装部会一　　般
社団法人

会　長　鈴 木　一 良
副会長　皆 川　容 徳
副会長　平 本　貞 二

副理事長　浅　野　和　郎
専務理事　笠　倉　　　勉
常務理事　細　谷　文　雄

副理事長　秋　山　啓　市
常務理事　園　部　昌　人
常務理事　福　村　義　和

理　事　長　　石 川　重 信
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大　藤　博　文支 部 長

益　子　　　勇
吉　原　則　夫

副支部長
同

田　口　誠　壽
根　本　勝　義
木　村　　　晃
大　貫　茂　男
西　山　　　孝

田　口　恵一郎支 部 長
副支部長
同
同
同
同

鈴　木　一　良
中　野　　　章
迫　　　祥三郎

秋　山　光　伯羽　生　義　隆支 部 長

伊　東　久　夫
高　橋　修　一
藤　枝　洋　二

副支部長
同
同

松　﨑　里　志支 部 長

小　山　竜　男
阪　口　樹　利

副支部長
同

竜ケ崎支部
細　谷　武　史支 部 長

松　浦　一　久
熱　田　勝　義
佐々木　孝　夫

副支部長
同
同

小　林　伸　行
斉　藤　　　実
吉　田　雅　幸
松　永　英　信
海老原　雅　夫
山　口　謙太郎

支 部 長
副支部長
　 同
　 同
　 同
　 同

大　内　康　意
仲　川　　　孝

支 部 長

副支部長
同

白　田　唯　雄
支 部 長 中川原　　　勇

山　本　宗　一
染　谷　正　美
大　坂　　　勇

副支部長
同
同

新　井　　　孝支 部 長

小　澤　　　勲
野　口　惠　夫
髙　橋　　　正
菊　地　和　幸

副支部長
同
同
同

井　坂　陽　介
宇　野　光　雄

梅　原　基　弘支 部 長

副支部長
同

浅　川　清　司
瀧　　　文　雄
千　葉　和　男

㈱ オ ー ヌ キ

大 仁 建 設 ㈱

㈱河野工務店

環境保全事業㈱

㈱ 関 東 総 建

㈱ コ ー ワ

東海村舟石川駅西３－１１－１４

東海村白方中央１－２１－２４

東海村東海２－１－１９

東海村村松１０３３－１

東海村石神外宿１４３５－２

東海村舟石川６３２－９

029－282－2015

029－282－1330

029－282－1333

029－282－8855

029－287－1641

029－283－2202

東 海 村 白 方５３８－２

東 海 村 豊 岡 ３ ７ ９

東海村石神内宿２４８２－１

東海村東海３－８－４８

東海村東海１－１－２３

029－282－2626

029－282－2505

029－283－3163

029－282－3208

029－282－1746

東康建設工業㈱

東 豊 建 設 ㈱

㈲ 日 本 建 商

ネモト建設工業㈱

弓山建設工業㈱

〒319－1118 那珂郡東海村舟石川駅東3－15－14　TEL 029－282－9242　FAX 029－282－4823

理事長　澤畠　弘樹　　副理事長　大城　辰也

㈱佐藤工務店

㈲ 沢 畑 土 木

㈱ 三 建 工 業

鈴 懸 工 業 ㈱

㈲ 大 建 工 業

㈱ 大 興 建 設

東 海 村白方５９９－１０

東海村石神内宿１６３０

東海村石神内宿２２６５－２

東海村村松字勝木田２０３９－１５

東海村村松北２－１－２

東海村東海２－１－１８

029－282－3210

029－282－4790

029－287－0352

029－306－2570

029－283－3636

029－282－8590

東海村建設業協同組合

暑中お見舞い
　申し上げます

2025年 盛夏
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代表取締役会長　浅　川　清　司
代表取締役社長　浅　川　久　志
常 務 取 締 役　浅　川　宗　典
〒311－0117　茨城県那珂市豊喰428
電　話　（029）298－3722
ＦＡＸ　（029）295－2255　
ＵＲＬ：http://www.k-askw.jp

本　社

信頼を「創造」に

創業1946年

か た ち

本 社
電 話
F A X

／ 　 日 立 市 幸 町 2 - 8 - 6
／ 　 0 2 9 4 - 8 5 - 8 1 0 0 ( 代 )
／ 　 0 2 9 4 - 8 5 - 8 1 2 0 ( 代 )

代表取締役会長　秋　山　光　伯
代表取締役社長　秋　山　芳　久

本社　〒310-0903　水戸市堀町1108-8
TEL. 029-350-7801
FAX. 029-350-7222

E-mail info@mito-akiyama.jp
渡里事業所/水戸市渡里町1199

いい人作りといい物造りの共鳴

〒309－1603 笠間市福田3005-1  TEL 0296－72－8181
FAX 0296－72－8366  E-mail : ibaraki-k.k@pony.ocn.ne.jp
〒309－1603 笠間市福田3005-1  TEL 0296－72－8181
FAX 0296－72－8366  E-mail : ibaraki-k.k@pony.ocn.ne.jp

許可番号取得　産業廃棄物収集運搬 茨城県 00801164368

■産業廃棄物収集運搬業
■特別管理産業廃棄物収集運搬業
■一般廃棄物収集運搬業

■産業廃棄物収集運搬業
■特別管理産業廃棄物収集運搬業
■一般廃棄物収集運搬業

茨城県／千葉県／埼玉県／東京都／
神奈川県／群馬県／栃木県／
福島県／宮城県／長野県／秋田県／
静岡県／富山県／山形県／山梨県

茨城県／千葉県／埼玉県／東京都／
神奈川県／群馬県／栃木県／
福島県／宮城県／長野県／秋田県／
静岡県／富山県／山形県／山梨県

地域の発展をになう企業を目指します地域の発展をになう企業を目指します

代表取締役　畑岡　進代表取締役　畑岡　進

（公社）全日本トラック協会
安全性優良事業所認定　第 2391660 号
（公社）全日本トラック協会
安全性優良事業所認定　第 2391660 号

旧給食センター
倉庫

旧給食センター
倉庫
旧給食センター旧給食センター

旧猿島庁舎旧猿島庁舎

猿島公民館猿島公民館

さしま窓口
センター
さしま窓口
センター

庁舎や公民館等の複合・集約
各自治体では、複数の公共施設において老朽化が進行して
おり、そうした施設の複合化は多数計画されている。役場
庁舎や公民館、なかには学校を活用した集約化・複合化な
ども計画されており、それぞれ検討が進められている現状
だ。今回は、新庁舎や市民ホールなどの文化的施設、学校
と各種公共施設との複合化に向けた検討などが進む事業に
ついてご紹介する。

28年度着工めざす

図書館機能な　
　ども視野

新庁舎等の基本設計へ

羽鳥で施設集約検討

《鉾田市》

《小美玉市》

　
五
霞
町
は
、
役
場
庁
舎
と
公

民
館
の
複
合
施
設
整
備
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
基

本
・
実
施
設
計
業
務
の
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
本
年
度
内
に

も
公
告
す
る
予
定
で
、
当
初
予

算
で
は
限
度
額
２
億
９
０
０
０

万
円
（
２
０
２
５
～
26
年
度
ま

で
）
の
債
務
負
担
行
為
を
設

定
。
26
年
度
ま
で
の
設
計
策
定

を
目
指
す
。
順
調
な
ら
ば
、
27

年
度
か
ら
着
工
、
28
年
度
の
完

了
を
目
途
に
工
事
を
進
め
る
。

総
事
業
費
は
約
45
億
円
（
こ
の

　
坂
東
市
は
、
旧
猿
島
庁
舎
お

よ
び
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
を
解
体

し
た
跡
地
に
つ
い
て
、
さ
し
ま

窓
口
セ
ン
タ
ー
の
機
能
な
ど
を

と
の
こ
と
。
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
し
て
は
、
25
～
27
年
度
で

設
計
策
定
、
27
～
29
年
度
で
本

体
・
外
構
工
事
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
複
合
文
化
施
設
は
、
閉
館
し

た
旧
市
民
会
館
に
代
わ
る
施
設

と
し
て
計
画
。
基
本
計
画
案
に

　
小
美
玉
市
は
、
既
設
の
羽
鳥

公
民
館
や
羽
鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
美
野
里
公
民
館
等
の
集

会
・
学
習
・
交
流
機
能
な
ど
を

集
約
化
・
複
合
化
し
た
施
設
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
美
野
里

地
区
に
不
足
し
て
い
る
図
書
館

機
能
導
入
も
視
野
に
入
れ
る
。

に
よ
る
劣
化
も
進
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
同
校
に
隣
接
す
る
谷

田
部
庁
舎
跡
地
は
、
す
で
に

建
物
は
撤
去
さ
れ
、
現
状
バ
ス

ロ
ー
タ
リ
ー
や
駐
車
場
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
跡
地

の
敷
地
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

　
整
備
方
針
と
し
て
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配

慮
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

役
割
、
建
設
費
用
や
維
持
管
理

費
用
の
抑
制
に
向
け
た
機
能

性
、
建
物
の
耐
震
性
と
防
火

性
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

　
旧
猿
島
庁
舎
周
辺
エ
リ
ア
に

年
度
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
建

替
と
合
わ
せ
て
公
共
施
設
集
約

化
を
図
っ
て
い
く
。

　
集
約
化
・
複
合
化
す
る
公
共

施
設
は
市
役
所
、
市
役
所
付
属

庁
舎
、
仮
設
相
談
室
、
農
業
振

興
セ
ン
タ
ー
、
原
子
力
防
災
倉

庫
、
防
災
倉
庫
、
図
書
館
、
中

央
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
も
え
荘
、
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
鉾
田
、
市
福
祉
事
務
所
、
鉾

田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
。
新
た
に
整
備
を

行
う
公
共
施
設
は
防
災
拠
点

設
備
・
施
設
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
、
地
域
職
業
相
談
室
、

（
仮
）
多
目
的
文
化
ホ
ー
ル
等

で
検
討
し
て
い
く
。

　
石
岡
市
は
、
複
合
文
化
施
設

（
市
民
ホ
ー
ル
）
の
整
備
に
向

け
、
本
年
度
よ
り
基
本
設
計
等

に
着
手
し
た
い
考
え
。
補
正
予

２
１
６
８
㎡
。
１
９
６
３
年
に

建
て
ら
れ
た
。
既
存
公
民
館
は

Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
、
延
べ
面
積

は
約
３
０
２
７
㎡
。
築
年
数
は

40
年
以
上
。

　
ま
た
、
複
合
施
設
整
備
と
合

わ
せ
て
、
周
辺
施
設
の
整
備
も

進
め
る
見
通
し
。
隣
接
地
に
商

業
施
設
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、

合
施
設
建
設
基
本
構
想
（
案
）

に
よ
る
と
、
施
設
の
延
べ
面
積

は
約
１
０
０
０
～
１
５
０
０
㎡

を
想
定
し
て
い
る
。
想
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
本
年
度
内

の
用
地
取
得
、
敷
地
測
量
、
基

本
設
計
な
ど
を
見
込
む
。
順
調

な
ら
ば
、
２
０
２
７
年
度
の
着

工
を
目
指
し
た
い
考
え
。

　
旧
猿
島
庁
舎
は
、
大
規
模
改

造
を
す
る
場
合
に
約
５
億
６
０

０
０
万
円
も
の
コ
ス
ト
が
発
生

す
る
試
算
と
な
っ
た
た
め
、
安

全
面
や
コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
解

体
が
決
定
。
解
体
工
事
は
㈱
安

田
建
設
が
担
当
。
隣
接
す
る
給

食
セ
ン
タ
ー
も
解
体
す
る
。

　
庁
舎
内
に
は
、
さ
し
ま
窓
口

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
現
在
は
猿

島
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
仮
移
転

し
て
い
る
状
態
。
新
た
な
施
設

が
完
成
す
る
ま
で
は
、
猿
島
公

民
館
等
の
周
辺
施
設
を
活
用
し

て
業
務
を
行
う
。

　
基
本
構
想
（
案
）
で
は
、
施

設
の
主
な
機
能
と
し
て
、
教
育

　
鉾
田
市
は
、
新
庁
舎
・
公
共

施
設
等
の
整
備
を
進
め
る
。
本

年
度
は
基
本
計
画
策
定
及
び
基

本
設
計
等
発
注
支
援
業
務
の
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
告

し
、
８
月
上
旬
に
審
査
結
果
を

通
知
予
定
。
計
画
で
は
、
２
０

２
６
年
度
に
基
本
設
計
、
27
年

度
に
実
施
設
計
、
28
年
度
か
ら

の
着
工
を
目
指
し
て
い
く
。

　
建
設
候
補
地
は
鉾
田
市
安
房

地
内
。
建
物
規
模
は
延
べ
面
積

１
万
６
８
３
０
㎡
～
２
万
１
４

３
０
㎡
ほ
ど
を
想
定
。
敷
地
面

積
は
３
万
８
８
０
０
㎡
～
４
万

３
８
０
０
㎡
（
い
ず
れ
も
基
本

構
想
で
の
想
定
）。

　
既
存
の
本
庁
舎
は
１
９
７
４

う
ち
本
体
工
事
約
25
億
２
０
０

０
万
円
）
を
見
込
む
。

　
規
模
は
２
階
建
て
、
延
べ
面

積
約
３
７
０
０
㎡
（
庁
舎
約
２

５
０
０
㎡
、
公
民
館
約
１
２
０

０
㎡
）
を
想
定
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
化
、
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る
賑
わ

い
の
場
、
町
へ
の
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
「
情
報
発
信
・
相

談
窓
口
」
等
の
役
割
を
持
つ
。

　
既
存
の
役
場
庁
舎
は
、
建
物

規
模
が
Ｓ
造
３
階
建
て
＋
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
は
約

有
す
る
地
域
複
合
施
設
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。
導
入
機
能

と
し
て
、
子
育
て
世
代
等
の
支

援
機
能
な
ど
も
検
討
。
地
域
複

よ
る
と
、
建
設
地
は
い
し
お
か

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
若
宮
３

－

４

０
０

－

４
）
で
、
敷
地
面
積
は

２
万
７
４
７
８
・
２
４
㎡
。
施

設
規
模
は
約
６
０
０
０
㎡
を
想

定
し
て
い
る
。

　
ホ
ー
ル
機
能
は
約
８
０
０
席

の
可
動
式
座
席
を
配
置
す
る
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
、
約
２
０
０
席
の

椅
子
が
配
置
で
き
る
平
土
間
形

式
の
サ
ブ
ホ
ー
ル
を
設
置
。
そ

の
ほ
か
、
ホ
ワ
イ
エ
や
倉
庫
も

配
備
す
る
。

　
ホ
ー
ル
以
外
の
機
能
と
し
て

は
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ト

リ
エ
・
工
作
室
、
音
楽
ス
タ
ジ

オ
、
和
室
、
デ
ジ
タ
ル
ス
ペ
ー

ス
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
調
理

室
、
民
間
テ
ナ
ン
ト
、
学
習
ス

ペ
ー
ス
、
会
議
室
な
ど
。

　
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
た
事

業
費
の
内
訳
は
、
基
本
設
計
委

託
料
１
億
１
０
０
５
万
５
０
０

０
円
、
測
量
委
託
料
２
０
７
５

万
７
０
０
０
円
、
地
質
調
査
委

託
料
１
９
０
０
万
８
０
０
０
円

な
ど
。

概
算
事
業
費
は
約
14
億
４
０
０

０
万
円
（
税
抜
）。

　
羽
鳥
駅
前
の
敷
地
面
積
は
約

４
１
４
０
㎡
。
建
物
規
模
に
つ

い
て
は
３
階
建
て
延
べ
２
７
０

０
㎡
を
見
込
む
。
駐
車
場
や
芝

生
広
場
も
整
備
す
る
予
定
で
、

駅
舎
と
施
設
を
直
結
さ
せ
る
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
も
検
討

し
て
い
く
。

　
市
の
新
ま
ち
づ
く
り
構
想
で

は
、
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
を

生
か
し
た
交
流
の
創
出
、
茨
城

空
港
と
Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
の
拠
点
化

と
連
携
、
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス

等
を
契
機
と
し
て
、
東
西
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
一
体
性
の
創

出
、
人
々
の
暮
ら
し
や
活
動
の

場
で
あ
る
市
街
地
や
公
共
施
設

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
等
を
基
本
方

針
と
し
て
い
る
。

既
存
校
舎
を
使
用
し
た
ま
ま
建

て
替
え
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
市
民
ホ
ー

ル
や
た
べ
や
谷
田
部
総
合
体
育

館
が
立
地
。
こ
れ
ら
の
施
設
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

谷
田
部
小
学
校
の
児
童
と
市
民

が
共
同
で
使
用
す
る
ア
リ
ー
ナ

や
運
動
施
設
、
会
議
室
、
窓
口

セ
ン
タ
ー
等
を
配
置
し
た
複
合

施
設
の
建
設
を
検
討
す
る
。

つ
い
て
は
、
猿
島
地
域
の
公

共
機
能
の
拠
点
で
あ
り
、
坂
東

イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
へ
の
近
接

性
、
県
施
行
の
工
業
団
地
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
坂
東
」
等

を
見
据
え
、
猿
島
地
域
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
、
エ
リ

ア
全
体
の
土
地
利
用
計
画
も
検

討
す
る
と
の
こ
と
。

算
（
第
１
号
）
で
は
、
基
本
設

計
や
測
量
な
ど
１
億
５
０
４
２

万
円
を
計
上
。
基
本
設
計
は
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
発
注
す
る
予
定

町
の
新
た
な
拠
点
と
す
る
計
画

だ
。
場
所
は
既
存
の
中
央
公

民
館
周
辺
で
検
討
。
現
時
点
で

は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
の
誘
致
を
視
野
に
入
れ
る
。

　
新
庁
舎
周
辺
地
区
お
よ
び
五

霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
事
業
推
進
支

援
業
務
委
託
は
日
本
都
市
技
術

㈱
が
担
当
す
る
。

　
つ
く
ば
市
は
、
谷
田
部
小
学

校
（
谷
田
部
２
９
３
８
）
と
周

辺
の
公
共
施
設
の
複
合
化
を
行

う
た
め
、
基
本
構
想
の
策
定
に

着
手
す
る
。
基
本
構
想
策
定
業

務
は
㈱
長
大
が
担
当
し
、
改
築

複
合
化
案
と
長
寿
命
化
案
の
比

較
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

業
務
の
履
行
期
限
は
２
０
２
６

年
７
月
31
日
ま
で
。
順
調
な
ら

ば
26
年
度
に
基
本
計
画
、
27
年

度
に
設
計
へ
と
進
み
た
い
考
え

だ
。

　
既
存
の
谷
田
部
小
は
、
校
舎

が
４
棟
で
合
計
５
０
６
２
㎡
。

こ
の
ほ
か
倉
庫
や
プ
ー
ル
棟
な

ど
が
あ
る
。
児
童
数
が
増
加
し

て
お
り
、
教
室
数
が
不
足
し
て

い
る
。
ま
た
、
建
物
等
は
経
年

支
援
セ
ン
タ
ー
、
授
乳
室
、
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
、
屋
内
遊
戯

室
、
会
議
室
、
市
民
交
流
ス

ペ
ー
ス
、
全
天
候
型
広
場
（
大

屋
根
９
０
０
㎡
程
度
、
人
工
芝

広
場
１
５
０
０
㎡
程
度
）、
公

園
・
緑
地
広
場
、
駐
車
場
（
一

般
70
台
、
優
先
10
台
、
バ
ス
３

台
程
度
）
な
ど
を
示
し
た
。

至旭地区

至大洋地区

至国道51号

至市街地

建設候補地
(安房南地区)

鉾田消防署
鉾田工事事務所

鉾田病院

県
道 

下
太
田
鉾
田
線

県
道

 水
戸

鉾
田

佐
原

線

坂 東 市

旧
庁
舎
解
体
跡
を
利
用

27
年
度
着
工
目
指
す

27
年
度
よ
り
着
工
予
定

市
民
ホ
ー
ル
な
ど
整
備

石岡市

本
年
度
は
基
本
設
計
等

庁
舎
と
公
民
館
を
複
合

五霞町

基
本
構
想
策
定
に
着
手

小
学
校
と
の
複
合
化
へ

つくば市
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空間を彩り、四季を奏でる。

県平均 21.2%
茨城県 54.2%
水戸市 0.0％
日立市 59.5%
土浦市 22.6%
古河市 0.0%
石岡市 100.0%
結城市 0.0%
龍ケ崎市 5.6%
下妻市 12.5%
常総市 14.3%
常陸太田市 6.7%
高萩市 62.5%
北茨城市 0.0%
笠間市 47.4%
取手市 0.0%
牛久市 0.0%
つくば市 0.0%
ひたちなか市 0.0%
鹿嶋市 100.0%
潮来市 0.0%
守谷市 64.7%
常陸大宮市 43.8%

那珂市 0.0%
筑西市 25.0%
坂東市 5.0%
稲敷市 5.9%
かすみがうら市 9.1%
桜川市 0.0%
神栖市 0.0%
行方市 37.5%
鉾田市 22.2%
つくばみらい市 5.9%
小美玉市 9.1%
茨城町 25.0%
大洗町 0.0%
城里町 0.0%
東海村 0.0%
大子町 14.3%
美浦村 50.0%
阿見町 73.3%
河内町 100.0%
八千代町 0.0%
五霞町 33.3%
境町 100.0%
利根町 66.7%

茨城県の空調（冷房）設備設置状況
（小中学校・体育館等）※令和7年5月1日時点

　
県
北
地
域
の
設
置
率
は
日
立

市
が
59
・
５
％
、
常
陸
太
田
市

が
６
・
７
％
、
高
萩
市
が
62
・

５
％
、
北
茨
城
市
が
０
％
、
ひ

た
ち
な
か
市
が
０
％
、
常
陸
大

宮
市
が
43
・
８
％
、
那
珂
市
が

０
％
、
東
海
村
が
０
％
、
大
子

町
が
14
・
３
％
。

　
最
も
進
ん
で
い
る
の
が
高
萩

市
で
、
２
０
２
５
年
度
ま
で

　
体
育
館
は
子
ど
も
た
ち
の
学

習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し

て
活
用
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

避
難
所
機
能
を
強
化
し
耐
災
害

性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る

が
、
学
校
体
育
館
等
に
お
け
る

空
調
設
置
率
は
２
０
２
４
年
時

点
で
約
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
設
置
促
進
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
。

　
文
部
科
学
省
は
学
校
施
設
の

避
難
所
機
能
を
強
化
し
、
耐

災
害
性
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
、
空
調
設
備
整
備
臨
時
特
例

交
付
金
を
新
設
。
避
難
所
と

な
る
全
国
の
学
校
体
育
館
等
へ

の
空
調
整
備
を
加
速
す
る
考
え

だ
。

　
空
調
設
備
整
備
臨
時
特
例
交

付
金
は
公
立
の
小
学
校
、
中
学

校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
、
特
別
支

援
学
校
を
対
象
と
し
冷
暖
房
設

備
の
設
置
工
事
（
工
事
を
伴

う
新
設
）、
冷
暖
房
設
備
の
設

置
と
併
せ
て
実
施
す
る
断
熱
性

確
保
の
た
め
の
工
事
を
対
象
と

す
る
。
算
定
割
合
は
２
分
の
１

　
古
河
市
は
、
小
学
校
15
校
、

中
学
校
６
校
の
体
育
館
で
空
調

整
備
工
事
を
実
施
す
る
。
本
年

度
の
当
初
予
算
で
は
、
小
中
学

校
体
育
館
の
空
調
整
備
や
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
改
修
事
業
等
に
12
億
３
５

７
６
万
１
０
０
０
円
を
計
上
し

た
。

　
下
大
野
小
、
上
大
野
小
、
駒

込
小
の
３
校
分
、
上
辺
見
小
、

中
央
小
の
２
校
分
、
総
和
北

中
、
三
和
北
中
の
２
校
分
の
工

事
に
つ
い
て
は
５
月
19
日
に
開

札
。
第
３
四
半
期
、
第
４
四
半

期
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
５

校
、
中
学
校
２
校
ず
つ
の
一
般

競
争
入
札
を
公
告
し
た
い
考

え
。

　
第
３
四
半
期
は
古
河
第
六

小
、
小
堤
小
の
２
校
分
、
古
河

第
二
小
、
古
河
第
三
小
、
西
牛

谷
小
の
３
校
分
、
古
河
第
一

中
、
総
和
中
の
２
校
分
。
第
４

義
務
教
育
学
校
の
屋
内
運
動
場

へ
空
調
を
新
設
す
る
。
工
事
費

は
霞
ヶ
浦
中
学
校
が
８
０
０
０

万
円
、
千
代
田
義
務
教
育
学
校

が
６
５
０
０
万
円
。
設
計
は
㈱

須
藤
設
計
が
策
定
。

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
ま
ず
は

中
学
校
を
優
先
し
て
空
調
整
備

を
進
め
る
。
実
施
設
計
は
㈱
岡

野
建
築
設
計
事
務
所
に
委
託
し

た
。
26
年
度
に
工
事
を
行
う
予

定
だ
。

０
％
な
の
は
水
戸
市
、
古
河

市
、
結
城
市
、
北
茨
城
市
、
取

手
市
、
牛
久
市
、
つ
く
ば
市
、

ひ
た
ち
な
か
市
、
潮
来
市
、
那

珂
市
、
桜
川
市
、
神
栖
市
、
大

洗
町
、
城
里
町
、
東
海
村
、
八

千
代
町
の
16
自
治
体
だ
。

　
県
南
地
域
の
設
置
率
は
土
浦

市
が
22
・
６
％
、
石
岡
市
が

１
０
０
％
、
龍
ケ
崎
市
が
５
・

６
％
、
取
手
市
が
０
％
、
牛
久

市
が
０
％
、つ
く
ば
市
が
０
％
、

守
谷
市
が
64
・
７
％
、
稲
敷
市

が
５
・
９
％
、
か
す
み
が
う
ら

市
が
９
・
１
％
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
が
５
・
９
％
、
美
浦
村
が

50
％
、
阿
見
町
が
73
・
３
％
、

河
内
町
が
１
０
０
％
、
利
根
町

が
66
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
取
手
市
は
本
年
度
の
当
初
予

算
で
学
校
体
育
館
空
調
設
備
設

置
事
業
に
18
億
２
０
０
０
万
円

を
計
上
。
全
て
の
小
中
学
校
20

校
に
ガ
ス
ま
た
は
電
気
式
の
空

調
を
設
け
る
。
電
気
空
調
設
備

設
置
工
事
に
係
る
実
施
設
計
業

務
を
㈱
河
野
正
博
建
築
設
計
事

あ
る
こ
と
、
断
熱
性
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
。
補
助
時
限
は
２
０

３
３
年
度
ま
で
。

　
本
県
に
お
け
る
小
中
学
校
体

育
館
の
空
調
設
置
状
況
（
25
年

５
月
１
日
現
在
）
を
見
る
と
県

平
均
は
21
・
２
％
で
全
国
平
均

所
が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
て
い

る
。

　
空
調
方
式
は
電
源
自
立
型
Ｇ

Ｈ
Ｐ
、
熱
源
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
す

る
。
非
常
用
照
明
お
よ
び
非
常

用
コ
ン
セ
ン
ト
も
設
置
す
る
。

ト
イ
レ
洋
式
化
も
同
時
に
行
う

予
定
で
、
衛
生
器
具
の
改
修
に

伴
い
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
改
修
す

る
。
あ
わ
せ
て
暖
房
洗
浄
便
座

　
鹿
行
地
域
の
設
置
率
は
鹿
嶋

市
が
１
０
０
％
、
潮
来
市
が

０
％
、
神
栖
市
が
０
％
、
行
方

に
全
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の

整
備
完
了
を
目
標
と
し
て
い

る
。
本
年
度
に
東
小
学
校
と
高

萩
小
学
校
の
空
調
設
備
設
置
工

事
を
実
施
。
東
小
は
ナ
バ
ナ
工

業
が
、
高
萩
小
は
ミ
カ
ワ
工
業

が
施
工
を
担
当
し
た
。
そ
の
ほ

か
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
現
状

で
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
よ
う

だ
。

で
、
対
象
工
事
費
の
下
限
額
は

４
０
０
万
円
、
上
限
額
は
７
０

０
０
万
円
。
補
助
要
件
は
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
で

　
県
央
地
域
の
設
置
率
は
水

戸
市
が
０
％
、
笠
間
市
が
47
・

４
％
、
小
美
玉
市
が
９・１
％
、

茨
城
町
が
25
％
、
大
洗
町
が

０
％
、
城
里
町
が
０
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
水
戸
市
は
本
年
度
、
16
校
で

空
調
設
置
の
た
め
の
設
計
業
務

を
発
注
。
第
一
中
学
校
、
第
五

中
学
校
、
双
葉
台
中
学
校
、
石

川
中
学
校
は
㈲
汎
連
合
設
計

が
、
第
二
中
学
校
、
国
田
義
務

教
育
学
校
、
常
澄
中
学
校
、
内

原
中
学
校
は
㈲
荻
建
築
設
計
事

務
所
が
、
緑
岡
中
学
校
、
赤
塚

中
学
校
、
見
川
小
中
学
校
、
緑

岡
小
学
校
は
㈱
桜
設
計
事
務
所

が
、
第
三
中
学
校
、
第
四
中
学

校
、
千
波
中
学
校
、
笠
原
中
学

校
は
㈲
ム
ー
ブ
建
築
設
計
事
務

四
半
期
は
大
和
田
小
、
八
俣

小
、
名
崎
小
の
３
校
分
、
諸
川

小
、
仁
連
小
の
２
校
分
、
三
和

中
、
三
和
東
中
の
２
校
分
に
つ

い
て
発
注
し
た
い
考
え
。

　
常
総
市
は
水
海
道
小
学
校
、

水
海
道
西
中
学
校
、
石
下
西
中

学
校
体
育
館
の
空
調
機
器
設
置

工
事
に
向
け
、
６
月
補
正
予
算

で
実
施
設
計
委
託
料
を
計
上
。

来
年
度
の
夏
休
み
頃
に
も
工
事

に
着
手
し
た
い
考
え
だ
。

　
坂
東
市
は
、
７
校
分
の
実
施

設
計
を
年
度
内
に
策
定
し
、
来

年
度
に
も
工
事
に
取
り
か
か
り

た
い
考
え
。
設
計
業
務
は
、
飯

島
小
学
校
、
神
大
実
小
学
校
、

岩
井
第
二
小
学
校
の
設
計
を
㈱

柴
建
築
設
計
事
務
所
、
生
子
菅

小
学
校
、
逆
井
山
小
学
校
、
沓

掛
小
学
校
、
内
野
山
小
学
校
を

㈱
相
澤
建
築
設
計
事
務
所
が
担

当
す
る
。

徒
の
貴
重
な
運
動
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
卒
業
式
や
入
学

式
と
い
っ
た
式
典
の
会
場
に
も

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
部
の

施
設
が
神
栖
市
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
災
害
時
の
避
難
場
所

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
は
異
常
気
象
と
も
い
え

る
猛
暑
が
常
態
化
し
て
お
り
、

夏
場
の
体
育
館
を
使
用
す
る
学

校
活
動
等
に
お
い
て
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
小
中
学
校
の
体
育

館
に
空
調
設
備
を
設
置
し
、
児

童
生
徒
が
よ
り
安
心
し
て
快
適

に
学
習
で
き
る
環
境
整
備
を
図

る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
も
同
設
備
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
熱
源
の
確

保
も
考
慮
し
て
整
備
を
す
る
。

　
鉾
田
市
は
本
年
度
の
当
初
予

算
案
で
中
学
校
の
空
調
設
置
・

更
新
工
事
に
４
億
１
６
８
１
万

２
０
０
０
円
、
監
理
委
託
料
１

８
７
０
万
円
を
計
上
し
た
が
、

３
月
定
例
会
で
予
算
案
が
否
決

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
当
該
事
業

な
ど
を
削
除
し
、
修
正
し
た
予

算
が
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
経

緯
が
あ
る
。

　
そ
の
後
、
７
月
の
臨
時
会
で

中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
置

工
事
費
３
億
８
８
０
０
万
円
と

小
学
校
体
育
館
の
空
調
設
置
に

向
け
た
実
施
設
計
等
委
託
料
１

３
２
０
万
円
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ

た
。

　
潮
来
市
で
は
潮
来
小
学
校
の

体
育
館
改
修
工
事
を
本
年
度

に
実
施
。
二
輝
建
設
・
澤
田
建

設
Ｊ
Ｖ
が
施
工
を
担
当
し
て
い

る
。

務
所
が
に
、
ガ
ス
空
調
設
備
設

置
工
事
に
係
る
実
施
設
計
業
務

を
㈱
若
栁
建
築
事
務
所
が
そ
れ

ぞ
れ
策
定
。

　
山
王
小
学
校
、
六
郷
小
学

校
、
取
手
小
学
校
、
寺
原
小
学

校
、
取
手
西
小
学
校
、
永
山
小

学
校
、
戸
頭
小
学
校
、
宮
和
田

小
学
校
、
桜
が
丘
小
学
校
、
藤

代
小
学
校
、
久
賀
小
学
校
、
高

井
小
学
校
、
取
手
東
小
学
校
に

つ
い
て
は
す
で
に
工
事
を
発
注

済
み
。
取
手
第
一
中
学
校
、
藤

代
中
学
校
、
藤
代
南
中
学
校
、

取
手
第
二
中
学
校
、
戸
頭
中
学

校
の
空
調
設
置
工
事
も
24
日
に

一
般
競
争
が
公
告
と
な
っ
た
。

　
稲
敷
市
は
８
小
学
校
で
空
調

設
置
の
実
施
設
計
に
着
手
。
江

戸
崎
小
学
校
、
沼
里
小
学
校
、

高
田
小
学
校
は
青
山
建
築
設
計

事
務
所
が
、
あ
ず
ま
西
小
学
校

は
相
澤
建
築
設
計
事
務
所
が
、

新
利
根
小
学
校
、
桜
川
小
学
校

は
横
島
設
計
が
、
あ
ず
ま
東
小

学
校
、
あ
ず
ま
北
小
学
校
は
つ

く
ば
建
築
設
計
事
務
所
が
そ
れ

ぞ
れ
策
定
す
る
。
江
戸
崎
中
学

校
、
新
利
根
中
学
校
、
桜
川
中

学
校
は
本
年
度
に
着
工
・
施
工

は
江
戸
崎
中
が
細
谷
建
設
工

業
・
幸
田
Ｊ
Ｖ
、
新
利
根
中
が

日
高
見
建
設
工
業
、
桜
川
中
が

松
浦
建
設
。

　
か
す
み
が
う
ら
市
は
本
年

度
、
霞
ヶ
浦
中
学
校
と
千
代
田

の
22
・
７
％
を
下
回
っ
て
い

る
。
小
学
校
は
18
・
５
％
、
中

学
校
は
24
％
、
特
別
支
援
学
校

は
95
・
７
％
。
自
治
体
ご
と
の

状
況
を
見
る
と
、
設
置
率
１

０
０
％
は
石
岡
市
、
鹿
嶋
市
、

河
内
町
、
境
町
の
４
自
治
体
。

用
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
す
る
。

　
城
里
町
は
、
常
北
中
学
校
と

桂
中
学
校
の
武
道
場
に
空
調
設

備
を
設
置
す
る
計
画
だ
。
授
業

や
部
活
動
で
使
用
す
る
ほ
か
、

災
害
時
の
避
難
所
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
空
調
設
備
を
設
置
し

て
利
用
環
境
を
改
善
す
る
。
２

０
２
４
年
度
は
実
施
設
計
を
委

託
し
て
い
る
。

　
常
北
中
の
実
施
設
計
は
㈱
戸

頃
建
築
設
計
事
務
所
、
桂
中
の

実
施
設
計
は
㈱
桜
設
計
事
務
所

が
担
当
し
た
。

市
が
37
・
５
％
、
鉾
田
市
が

22
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
神
栖
市
は
小
中
学
校
の
体
育

館
へ
の
空
調
整
備
計
画
の
策
定

に
本
年
度
か
ら
取
り
掛
か
る
。

対
象
は
市
内
全
て
の
小
中
学
校

22
校
。
順
調
な
ら
来
年
度
に
設

計
に
取
り
掛
か
り
、
２
０
２
７

年
度
以
降
の
着
工
と
な
る
見
通

し
だ
。

　
主
な
業
務
内
容
は
空
調
方

式
（
熱
源
）
や
空
調
シ
ス
テ
ム

（
設
置
方
法
）
の
比
較
検
討
、

空
調
能
力
の
検
討
、
空
調
の
付

加
機
能
の
検
討
な
ど
。
ま
た
直

接
施
工
方
式
だ
け
で
な
く
リ
ー

ス
の
導
入
な
ど
も
検
討
す
る
。

　
学
校
の
体
育
館
は
、
児
童
生

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
公
立
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備
事
業
が
加
速
し
て

い
る
。
本
県
の
設
置
状
況
を
見
る
と
県
平
均
が
21
・
２
％
。
古
河
市
は
21
校
、
取
手
市
で

は
20
校
を
対
象
に
空
調
設
置
工
事
を
本
年
度
に
実
施
。
水
戸
市
は
16
校
で
空
調
設
置
の
た
め

の
設
計
業
務
を
本
年
度
に
発
注
し
た
。
神
栖
市
は
設
計
に
向
け
た
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め

る
。
鉾
田
市
は
本
年
度
の
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
た
中
学
校
の
空
調
更
新
工
事
費
が
７
月
補

正
で
予
算
化
さ
れ
た
。

交
付
金
新
設
で
整
備
が
加
速

４
市
町
村
が
設
置
率
０
％

高
萩
は
年
度
内
完
了
へ

つ
く
ば
み
ら
い
は
中
学
優
先

取
手
市
が
20
校
で
着
工

坂
東
市
は
７
校
実
施
設
計

古
河
市
が
21
校
で
工
事

鉾
田
は
補
正
で
予
算
確
保

神
栖
市
が
整
備
計
画
着
手

城
里
は
武
道
場
へ
設
置
目
指
す

水
戸
市
は
16
校
で
実
施
設
計

県 北

県 南

県 西

鹿 行

県 央

子どもの命を守る体育館空調設置事業
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URL 　  https://www.kanto-doro.co.jp
E-mail　info@kanto-doro.co.jp

ISO9001/2015 年　ISO14001/2015 年

関東道路株式会社
経済産業省認定

・国土交通大臣賞受賞（３Ｒ推進功労者）

・環境大臣賞受賞（廃棄物研究開発功労者）

・茨城県知事賞受賞（地球にやさしい企業表彰）

代表取締役　渡　邉　宗　明

〒305－0817
茨城県つくば市研究学園7丁目 49番地 4
TEL.029－854－4130
FAX.029－854－4160

クシタ建設
総合建設業

株式会社

本社　茨城県下妻市堀篭 1,399 番地
〒304‒0033　TEL　0296‒43‒6522

FAX　0296‒44‒0328

代表取締役 串 田  一 仁

ISO9001
認証取得

代表取締役社長　井　上　浩　之

〒300－0037　茨城県土浦市桜町四丁目11番 14号
TEL　029－826－2536
FAX　029－826－2546

三展ミネコンサルタント株式会社

https://www.cosmo-style.jp
本社　水戸市けやき台2丁目13番地2　TEL029-248-5358

コスモ綜合建設株式会社

理 事 長　鶴田　哲男
副理事長　浅川　久志
副理事長　高橋　一正
理　　事　飯塚　順一
監　　事　山本　　敦

理　　事　田中　正平
理　　事　小林　　悟
理　　事　髙野　弘康
監　　事　渡邊　弘行

〒311－0105　茨城県那珂市菅谷 696－１
TEL 029－295－3318　FAX 029－295－3254

青 山 土 木 工 業 ㈲
㈱ 浅 川 建 設
飯 塚 組 ㈲
㈱ 石 田 組
岩 佐 建 設 工 業 ㈱
㈲ 大 畠 土 木
片 岡 建 設 ㈱
㈱ キ ウ チ 建 設
㈲ 小 林 土 建
㈱ 千 本 杉
大 和 建 設 工 業 ㈲
㈱ 髙 野 工 務 店

高 橋 建 設 ㈱
㈲ 高 正 建 設
㈱ 田 中 工 務 店
㈱ 鶴 田 組
㈱ テ ッ ク
㈱ 中 庭 造 園 土 木
㈱ 滑 川 土 建
㈲ 萩 野 谷 産 業
㈱ 平 野 産 業
㈱ 松 井 建 設
山 金 建 設 ㈱
㈲ 渡 辺 工 務 店

那珂市建設業協同組合

暑中お見舞い
　　申し上げます

2025年盛夏
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代表取締役　関　根　敏　政

〒311－3114　茨城県東茨城郡茨城町大戸869－2
T E L 　 0 2 9 －2 9 2－ 0 4 8 7
F A X 　 0 2 9 －2 9 2－ 9 1 2 1
URL:https://www.sekine-denki.co.jp

関 根 電 気株式会社

茨城県知事許可（般）第 24354 号  東京電力委託店

つくば営業所・守谷営業所

代表取締役  中 山　英 俊

茨 城 県 常 総 市 水 海 道 淵 頭 町 2 9 8 2
TEL　0297－22－2871　FAX　0297－23－1118

ひとが輝く　Shine Company

someya

〒301-0822
茨城県龍ケ崎市1686番地
TEL 0297-64-1511　FAX 0297-64-1516
https://www.daisho-c.co.jp

https ://www.takatsuka.com

https://www.showa-kensetsu.co.jp/

代表取締役社長　仁田原　一　義

本　　社／水戸市千波町1905　TEL 029-241-2161㈹ 支　店／水戸・佐原・つくば
営業所／土浦・成田・鉾田

石　　津　　健　　光
石　　津　　弘　　敏

取締役会長

代表取締役

イベントスペース：300㎡イベントスペース：300㎡

県
道
水
戸
鉾
田
佐
原
線

東
関
東
自
動
車
道

東
関
東
自
動
車
道

傾斜地

行方PA（仮称）
小型24 台
大型50 台

行方PA（仮称）
小型24 台
大型50 台

高速道路側
駐車場（下り）
小型13 台
大型 5 台

高速道路側
駐車場（下り）
小型13 台
大型 5 台

高速道路側
駐車場（上り）

小型32台
大型 5 台

高速道路側
駐車場（上り）

小型32台
大型 5 台

県道側駐車場
小型81台
大型13台

県道側駐車場
小型81台
大型13台

バックヤードバックヤード

従業員駐車場：30 台従業員駐車場：30 台

車中泊施設：3 台車中泊施設：3 台

道の駅
２３００㎡

道の駅
２３００㎡

広場
1,500㎡

広場
1,500㎡

トイレトイレ

　
つ
く
ば
市
は
つ
く
ば
駅
周
辺

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
中
央
公
園
（
吾
妻
２

－

７

－

５
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
基
本

計
画
案
を
策
定
し
た
。
座
り
場

の
整
備
や
植
栽
、
ト
イ
レ
、
照

明
の
改
善
を
進
め
る
と
と
も

に
、
芝
生
広
場
へ
の
屋
根
付
き

空
間
の
整
備
や
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

の
改
修
な
ど
も
検
討
し
て
い

く
。
２
０
２
６
年
度
に
基
本
・

実
施
設
計
の
策
定
を
行
い
、
27

年
度
以
降
に
順
次
工
事
を
進
め

て
い
く
計
画
だ
。

　
中
央
公
園
は
１
９
８
５
年
に

開
園
。
面
積
は
３
万
８
３
１

６
㎡
（
池
面
積
７
４
３
２
㎡
）。

大
池
や
芝
生
広
場
の
ほ
か
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
、
さ
く
ら
民
家
園
な

　
行
方
市
は
、
地
域
振
興
施

設
（
道
の
駅
）
の
整
備
基
本
計

画
案
を
公
表
し
た
。
屋
内
施
設

の
規
模
は
約
２
３
０
０
㎡
、
屋

外
の
面
積
は
約
１
万
２
４
５
０

㎡
で
想
定
。
ト
イ
レ
や
飲
食
施

設
、
直
売
所
な
ど
の
機
能
を
設

け
る
計
画
だ
。
事
業
手
法
は
従

来
手
法
の
ほ
か
、
官
民
連
携
も

含
め
て
検
討
す
る
。

　
市
で
は
東
関
東
自
動
車
道
の

市
内
開
通
と
市
内
へ
の
Ｉ
Ｃ
お

よ
び
Ｐ
Ａ
の
整
備
事
業
化
に
伴

い
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
大

き
な
地
域
活
性
化
を
期
待
し
て

Ｐ
Ａ
に
隣
接
し
た
地
域
振
興
施

設
（
道
の
駅
）
の
整
備
を
計

化
な
ど
を
想
定
。
第
２
期
工
事

は
外
壁
改
修
や
電
気
、
機
械
設

備
の
改
修
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
だ
。

　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
施

設
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と

　
常
陸
大
宮
市
は
、
パ
ー
ク
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

備
し
、
つ
く
ば
ら
し
い
景
色
を

楽
し
め
る
憩
い
の
空
間
と
す

る
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
様
々

な
人
が
出
会
い
新
た
な
交
流
が

生
ま
れ
る
文
化
的
な
空
間
と
す

る
た
め
改
修
を
行
う
。
本
館
で

は
池
と
噴
水
の
景
色
を
窓
か
ら

見
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
窓

際
の
パ
ネ
ル
を
可
動
式
の
パ
ネ

ル
に
変
更
。
ソ
フ
ァ
・
ロ
ー

テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
等
の
設
置
や

ト
イ
レ
の
改
修
も
行
う
。

　
別
館
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市

　
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
は
、
官
民
連
携
手
法
を

採
用
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

も
の
を
設
定
。
25
～
26
年
度
で

事
業
者
選
定
、
27
～
28
年
度
で

用
地
取
得
を
行
う
予
定
だ
。
し

か
し
、
検
討
の
進
捗
状
況
や
選

定
す
る
事
業
手
法
に
よ
り
変
更

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
小
美
玉
市
は
、
新
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
実
施
計
画
策
定
を

進
め
て
い
る
。
百
里
飛
行
場
新

交
流
拠
点
の
整
備
や
空
の
え
き

「
そ
・
ら
・
ら
」
拡
張
を
具
体

化
す
る
た
め
、
具
体
的
な
検
討

を
行
う
。

　
◇
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
を

生
か
し
た
交
流
の
創
出
◇
茨
城

空
港
と
Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
の
拠
点
化

と
連
携
、
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス

等
を
契
機
と
し
て
、
東
西
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
一
体
性
の
創
出

◇
人
々
の
暮
ら
し
や
活
動
の
場

で
あ
る
、
市
街
地
や
公
共
施
設

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

－

を
基
本
方

針
と
し
、
ハ
ー
ド
整
備
や
ソ
フ

ト
充
実
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
百
里
飛
行
場
新
交
流
拠
点
の

計
画
地
は
、
空
の
玄
関
口
で

あ
る
百
里
飛
行
場
と
空
の
え
き

「
そ
・
ら
・
ら
」
に
近
接
し
た

『
百
里
飛
行
場
前
』
と
、
陸
の

玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
に

隣
接
し
た
『
羽
鳥
駅
前
』
の
２

カ
所
。

　
百
里
飛
行
場
前
は
、
空
港
西

側
の
北
山
池
な
ど
を
含
む
約
４

憩
い
と
交
流
の
空
間
と
な
る
よ

う
、
座
り
場
を
設
置
す
る
。
ま

た
、
芝
生
部
分
と
高
木
周
辺
の

芝
生
が
枯
れ
た
部
分
を
ゆ
る
や

か
に
区
切
り
、
景
観
を
向
上
さ

せ
る
。
そ
し
て
公
園
付
近
の
働

く
人
や
来
街
者
、
小
さ
な
子
ど

（
防
災
備
蓄
倉
庫
、
蓄
電
設
備
、

非
常
用
発
電
設
備
な
ど
）
な
ど

を
想
定
。
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
資
す
る
機
能
と
し
て
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
を
検
討
す
る
。

　
屋
内
に
設
置
す
る
機
能
と
そ

の
面
積
の
想
定
値
は
、
ト
イ
レ

（
３
１
０
㎡
）、
ベ
ビ
ー
コ
ー

ナ
ー
（
40
㎡
）、
総
合
案
内
所・

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
（
60
㎡
）、

飲
食
施
設
（
５
２
０
㎡
）、
直

売
所
・
物
販
施
設
（
５
０
０

㎡
）
な
ど
を
計
画
。

　
駐
車
場
面
積
は
、
県
道
側
駐

車
場
が
４
４
２
０
㎡
、
高
速
道

路
側
駐
車
場
が
２
９
６
０
㎡
。

合
計
で
７
３
８
０
㎡
。
二
輪
車

用
駐
車
場
面
積
は
１
３
０
㎡
、

車
中
泊
施
設
は
２
４
０
㎡
、
従

業
員
駐
車
場
は
１
１
８
５
㎡
と

す
る
。
そ
の
ほ
か
周
囲
の
景
観

ど
の
施
設
が
あ
る
。

　
中
央
公
園
は
つ
く
ば
駅
に
隣

接
す
る
つ
く
ば
の
顔
と
な
る
象

徴
的
な
公
園
だ
が
、
そ
の
特
徴

や
良
さ
を
活
か
し
き
れ
て
お
ら

ず
、
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
施
設

の
老
朽
化
部
分
へ
の
対
応
も
必

要
だ
。

　
そ
こ
で
市
は
中
央
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
市
が
先
頭
に
立

ち
優
先
的
に
進
め
る
８
つ
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
に
位
置
付
け
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

き
た
。

　
各
エ
リ
ア
ご
と
の
整
備
計
画

を
見
る
と
、
南
入
口
エ
リ
ア
で

は
つ
く
ば
駅
や
周
辺
施
設
の
利

用
者
を
歓
迎
す
る
魅
力
的
な
空

間
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を

計
画
。
休
憩
や

待
ち
合
わ
せ
の

た
め
に
座
り
た

く
な
る
場
づ
く

り
、
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
も
な

る
ロ
ゴ
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
設

置
、
現
在
設
置

し
て
あ
る
サ
イ

ン
や
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
等
の
再
配

置
、
必
要
な
場

所
へ
の
園
路
の

整
備
な
ど
を
検

討
す
る
。

　
芝
生
広
場
エ

リ
ア
は
多
様
な

人
が
集
ま
る

画
。
場
所
は
青
沼
地
内
で
敷
地

面
積
は
約
３ 

ha
。
傾
斜
地
を

除
い
た
敷
地
面
積
は
約
２ 

ha
。

新
設
さ
れ
る
行
方
Ｐ
Ａ
（
仮

称
）
と
隣
接
し
て
い
る
敷
地
で

あ
り
、
徒
歩
で
移
動
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
一
般
道
と
高
速

道
路
の
双
方
か
ら
の
利
用
に
よ

り
地
域
振
興
お
よ
び
観
光
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
導
入
機
能
は
、
休
憩
機
能

（
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
ベ
ビ
ー

コ
ー
ナ
ー
な
ど
）、
情
報
発
信

機
能
（
総
合
案
内
所
、
情
報

発
信
コ
ー
ナ
ー
）、
地
域
連
携

機
能
（
飲
食
施
設
、
直
売
所
・

物
販
施
設
な
ど
）、
防
災
機
能

で
、
観
光
の
拠
点
化
を
図
っ
て

い
く
。

　
平
成
館
は
、
講
義
室
、
研
修

室
、
会
議
室
、
宿
泊
施
設
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
機
能
を
有
し

て
い
る
。
建
物
規
模
は
Ｗ
造
２

階
建
て
、
延
べ
面
積
は
約
１
９

７
２
㎡
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ

り
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も

に
、
よ
り
魅
力
的
な
施
設
を
目

指
す
。

民
等
を
応
援
す
る
場
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
様
々
な
市
民
グ

ル
ー
プ
が
多
様
な
目
的
で
使
用

で
き
る
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
必
要
な
設
備
を
整
備
す

る
。

　
大
池
東
エ
リ
ア
で
は
ベ
ン
チ

周
り
の
低
木
を
最
小
限
に
し
、

広
く
座
れ
る
空
間
に
す
る
。
ま

た
照
明
を
設
置
し
、
日
没
後
も

安
心
し
て
座
れ
る
居
場
所
に
す

る
。
さ
く
ら
民
家
園
は
民
家
園

の
外
か
ら
の
視
認
性
の
向
上
、

ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図
る
。

プ
推
進
事
業
を
進
め
て
い
る
。

敷
地
内
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
交
流

体
験
交
流
館
「
山
ゆ
り
」
お
よ

び
森
林
科
学
館
の
改
修
や
、
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
へ
ド
ッ
グ
ラ

ン
や
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、
両
工
事
と
も
２
０
２
６
年

度
の
発
注
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
同
事
業
は
豊
か
な
自
然
環
境

を
活
用
し
た
施
設
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
で
、

施
設
の
魅
力
向
上
を
図
る
。

　
パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
（
山

方
５
８
５
８

－

13
）
は
、
都
市

交
流
の
推
進
と
観
光
振
興
を
目

的
と
し
て
１
９
８
８
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
同
施
設
の
敷
地
面

積
は
５
万
２
２
１
５
・
８
７
㎡

で
、
敷
地
内
に
は
管
理
棟
や
東

屋
、
ケ
ビ
ン
、
ふ
れ
あ
い
体
験

交
流
館
「
山
ゆ
り
」、
陶
芸
工

房
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
運
動

広
場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
な

ど
を
有
し
て
い
る
。

　
古
河
市
は
、
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー

ク
（
駒
羽
根
６
２
０
）
内
に
あ

る
平
成
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

向
け
、
設
計
を
進
め
て
い
く
。

第
１
期
工
事
は
２
０
２
６
年
度

に
着
手
し
、
第
２
期
工
事
は
27

年
度
に
行
い
た
い
考
え
。
２
カ

年
か
け
て
工
事
を
進
め
る
見
込

み
だ
。

　
第
１
期
工
事
の
内
容
は
、
客

室
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け

た
改
修
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
段
差
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

も
な
ど
様
々
な
人
が
く
つ
ろ
い

だ
り
交
流
し
た
り
で
き
る
屋
根

付
き
の
空
間
を
検
討
。
小
規
模

な
催
し
な
ど
も
で
き
る
よ
う

に
、
電
源
等
の
設
備
の
整
備
も

検
討
す
る
。

　
図
書
館
・
美
術
館
隣
接
エ
リ

ア
で
は
周
辺
の
文
化
施
設
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
木
陰
空
間

と
な
る
よ
う
、
木
陰
を
活
か
し

た
多
様
な
座
り
場
を
設
置
。
大

池
南
エ
リ
ア
で
は
池
と
ロ
ケ
ッ

ト
が
見
え
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

を
活
か
し
た
テ
ラ
ス
空
間
を
整

に
必
要
な
緑
地
と
し
て
１
５
０

０
㎡
を
確
保
す
る
。

　
概
算
事
業
費
は
用
地
取
得
に

係
る
費
用
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
や
昨
今
の
建
設
物
価
の
高
騰

等
に
よ
り
、
全
体
事
業
費
の
把

握
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
た
め
現
段
階
で
具
体
的
な
数

字
は
出
し
て
い
な
い
。

「観光・交流施設」を再整備
　県内の各地域では「観光 ・ 交流施設」の再整備が計画され
ている。再整備の内容も、施設のさらなる魅力向上や地域活
性化を図るため、長寿命化や既存施設の機能強化のためなど
目的はさまざま。つくば市の中央公園リニューアル、行方市
の地域振興施設（道の駅）整備、小美玉市の百里飛行場新交
流拠点整備や空のえき「そ・ら・ら」拡張など、県内で整備
が予定されている「観光・交流施設」について紹介する。

イメージパース

備
。
概
算
事
業
費
は
約
23
億
８

０
０
０
万
円
。

　
羽
鳥
駅
前
の
敷
地
面
積
は
約

４
１
４
０
㎡
。
建
物
は
３
階

建
て
延
べ
２
７
０
０
㎡
を
見
込

み
、
既
設
の
羽
鳥
公
民
館
や
羽

鳥
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
美
野

里
公
民
館
等
の
集
会
・
学
習
・

交
流
機
能
な
ど
を
集
約
化
・
複

合
化
す
る
と
と
も
に
、
美
野
里

地
区
に
不
足
す
る
図
書
館
機
能

を
持
た
せ
る
。
概
算
事
業
費
は

約
14
億
４
０
０
０
万
円
と
し
て

い
る
。

　
駐
車
場
（
約
40
台
）
や
芝
生

広
場
も
整
備
予
定
で
、
駅
舎
と

施
設
を
直
結
さ
せ
る
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
も
検
討

す
る
。

　
空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」

で
は
、
既
存
施
設
の
機
能
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
南
側
エ
リ

ア
の
拡
張
を
検
討
。
拡
張
施
設

面
積
は
２
万
６
５
９
６
㎡
を
見

込
ん
で
い
る
。
既
存
施
設
面
積

は
２
万
５
２
６
７
㎡
。

万
７
０
０
０
㎡
（
台
地
部
約
２

万
２
０
０
０
㎡
、
環
境
保
全
エ

リ
ア
約
２
万
５
０
０
０
㎡
）
が

対
象
。
建
物
は
多
目
的
イ
ベ
ン

ト
ス
ペ
ー
ス
や
展
示
体
験
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
、
延
べ
約

３
２
０
０
㎡
の
規
模
を
想
定

し
、
駐
車
場
や
広
場
な
ど
も
整

魅
力
向
上
に
向
け
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

つ
く
ば
市
・
中
央
公
園

整
備
に
向
け
検
討
進
め
る

地
域
振
興
の
拠
点
化
目
指
す

２
カ
年
か
け
平
成
館
を
改
修

施
設
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

小
美
玉
市
・
百
里
飛
行
場
新
交
流
拠
点

行
方
市
・
地
域
振
興
施
設（
道
の
駅
）

古
河
市
・
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

常
陸
大
宮
市
・
パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
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暑中お見舞い
　　申し上げます

令和７年 盛夏

代表取締役　澤　畠　弘　樹

〒319-1106 茨城県那珂郡東海村白方 538-2
　　 電話 (029) 282-2626
　　 FAX (029) 282-2742
 E -mail:soumu@tokokensetsu.jp

地域に貢献できる建設産業を目指す

〒���-����   茨城県龍ケ崎市馴馬町����-�
TEL  ����-��-����　FAX  ����-��-����

本社/茨城県常陸大宮市山方645番地
TEL.0295-57-6860  FAX.0295-57-2507
大 TEL.0295-52-3951

TEL.0295-53-0063
TEL.0299-43-0361
TEL.0295-57-9311
TEL.029-288-4833

大宮第一砂利プラント
大宮第二砂利プラント
八 郷 生 コ ン 工 場
第 一 砕 石 工 場
総武石材鉱業株式会社

小河原  欣　也
小河原  利一郎

代表取締役会長

代 表 取 締 役

代表取締役　田　﨑　　　翼
〒311－2405　茨城県潮来市築地 544－2

TEL 0299－62－3400
FAX 0299－62－3401

URL http://www.tasaki-gijyutu.com

TE STE S

株式会社　田崎技術
地域社会に貢献する会社

・ひたちなか営業所

代表取締役　清　水　寿　美

本社／〒310－0803　茨城県水戸市城南 1 丁目６番９号
TEL 029（300）3511
FAX 029（300）7160

取締役会長　髙　橋　　　勲
代表取締役　髙　橋　正太郎

〒311－1115　茨城県水戸市大串町952－4番地
TEL　029－269－3066㈹
FAX　029－269－4130　

代表取締役　水　野　美　樹

〒302－0026　茨城県取手市稲1201番地1
TEL　0297－86－6501　
FAX　0297－86－6502　

株式会社 百代テクノクリーン
公益社団法人 日本下水道管路管理業協会会員

(公社)日本下水道管路管理業協会員
光硬化工法協会員・FFT-S工法施工会員
LB工法協会員 MLR工法協会員
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代表取締役　柳　田　洋　一

茨城県東茨城郡茨城町小鶴1357－3
TEL　029（292）6103
FAX　029（292）9294
URL　http://www.yanagidagumi.co.jp/

heart ＆ technology

〒310－0913　茨城県水戸市見川町 2131－114
ＴＥＬ 029－350－9081
ＦＡＸ 029－350－9079

代表取締役　五十嵐　勇哉
取締役副社長　五十嵐　翔太

株式会社 勇 進 組
鳶工・塗装・解体

茨城県知事許可（般‒03）第37709号

株式
会社

本社　茨城県土浦市東崎町11－5
電　話　029(821)1105㈹
ＦＡＸ　029(822)1122

代表取締役 山　本　一　廣

われら·夢·楽·創·人
総合建設業

㈲益子工務店
代表取締役　益　子　俊　文

本　社　〒319－3542　茨城県久慈郡大子町初原543
TEL　0295(78)0123(代表) 　　　
FAX　0295(78)0888  　　 　　　

代表取締役社長 松 　 浦 　 一 　 久

人と地球にもっと笑顔を。一歩先を行く環境事業の推進。 
Think environment first

住所  茨城県行方市新宮 745　TEL 0299-73-2123　FAX 0299-73-2144
E-mail　info@fujiken1.com　　  URL　http://www.fujiken1.com 

環境 ・地域 ・新技術をテーマに次世代を拓く、総合建築のプロフェッショナル

藤﨑建設工業株式会社

茨城県つくばみらい市下長沼118-1

確かな技術と誠実さで社会に奉仕致します

電話 0297(52)2298　　　
FAX 0297(52)4867　　　
URL https://www.ywr.co.jp/

足場工事、鉄骨組立工事、建築土工事、鉄骨仮設材リース業、仮設計画事業、インベントステージ工事

茨城県知事許可（特-04）第21680号

株式
会社 ＭＳＫ（松本グループ）

総合建設業 ISO9001：2015認証取得

横田建設株式会社

本　社/〒310－0845 茨城県水戸市吉沢町667
TEL. （029）247－0830
FAX. （029）247－9899

代表取締役　横 田  修 一〒310－0013  水戸市若宮1丁目2番7号
TEL 029－224－6361㈹　FAX 029－224－6504

〒300－0051  土浦市真鍋1－14－17　オクイビル3F
TEL 029－869－6722㈹　FAX 029－869－6723
URL http://www.wachisyouji.co.jp

本 社

つくば営業所

ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・雨水貯留・スポーツ床・グラウンド改良・防球ネット・
インターロッキング・平板・木製デッキ・門扉フェンス・公園施設・噴水・遊具・トイレ・サイン・コンクリート二次製品

新しい都市景観創造
自然と調和する、より豊かで快適な生活空間を支えていきたい。
自由な発想と先進の技術で、地域社会に貢献していきたい。　 

――私たちは、和知商事です。

総合不動産・総合建設業

芙蓉リビング株式会社
茨城県つくば市東新井２２番地１５－３

https://www.fuyou-living.com/

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

https://www.fuyou-x-sell.com/

総合不動産

芙蓉エクセル株式会社

あなたのためのニーズに応える

グループ

㈱ 秋 山 工 務 店
㈱ 天 海 建 設
天 海 工 業 ㈲
雨 川 開 発 工 業 ㈱
㈱ 有 路 工 務 店
飯 塚 石 材 店
㈱ 磯 良 工 務 店
㈱ 井 滝 建 設
㈲ 井 出 野 建 設

㈲ 伊 藤 建 設
㈱ 井 上 工 務 店
打 越 建 設 ㈲
㈱ 大 須 賀 工 務 店
㈱ 大 曽 根 建 設
㈲ 太 田 建 設 工 業
㈱ 鬼 沢 建 設
㈱ 亀 山 工 務 店
㈱ 川 崎 建 設

河 又 土 建 工 業 ㈱
㈲  栗 田 組
栗 田 工 務 店
黒 沢 建 設
黒 沢 工 業 ㈱
興 陽 建 設 ㈲
小 林 建 設 工 業 ㈲
㈲ 斉 藤 興 業 所
㈱ 最 北 建 設

㈱ 澤 畑 工 務 店
㈱ 信 濃 造 園 土 木
㈲ 勝 建
㈱ 上 肥
㈱ 真 栄 工 業
菅 原 建 設 ㈱
ス ト ウ 工 業 ㈱
砂 押 工 業 ㈱
関 根 建 設

㈱ 大 栄 建 設
高 倉 建 設 工 業 ㈱
㈱ 田 本 工 務 店
㈲ 椿 山 建 設
東 昌 産 業 ㈱
東 水 建 設 ㈱
㈱ ト ー ホ ー 工 業
ト キ ワ 建 設 ㈱
戸 田 工 業 ㈱

㈱ 中 島 工 務 店
㈱ニシノグループ
西 野 工 業 ㈱
橋 本 建 設 ㈱
㈱ 蓮 田 工 務 店
日 立 土 木 ㈱
㈲  二 川 組
双 葉 工 業 ㈱
皆 神 建 材

㈱  八 木 組
㈱ 矢 口
㈱ユニバーサル建設工業
横 建 工 業 ㈱
横 信 建 材 工 業 ㈱
㈲ よ こ す か 建 設
㈲ 横 須 賀 工 務 店

ひたちなか市長堀町２丁目14－８　TEL 029－273－2096　FAX 029－274－6420

　　暑中お見舞い申し上げます　　暑中お見舞い申し上げます
2025年
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代表取締役社長　宇　野　健　司 代表取締役　宇　野　光　雄

〒313－0006　茨城県常陸太田市宮本町 419
TEL 0294－72－7047
FAX 0294－72－8066

有限会社宇野建材
総合建設業　一般資材販売

代表取締役　足　立　誠　一

本　　　社　〒310－0846　茨城県水戸市東野町 167－2
 　　TEL 029－247－1084　FAX 029－247－1076
桜川営業所　〒309－1452　茨城県桜川市加茂部 408
 　　TEL 0296－75－0900　FAX 0296－75－5962
URL：http://www.adachikensetsu.co.jp

足立建設株式会社

代表取締役　大　貫　淳　司

〒311‒3107
茨城県東茨城郡茨城町小鶴 115‒1
TEL 029‒292‒3927　FAX 029‒292‒3469
https://www.oonuki.info

大貫測量設計株式
会社

総合建設業 一級建築士事務所

代表取締役　大　内　康　意

〒308－0857　茨城県筑西市小川1453
TEL 0296－28－0611
FAX 0296－28－2864

代表取締役　柳　瀬　香　織

本　　社　茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 大 子 1 8 3 5 － 2
　　　　　TEL.0295－72－2608 FAX.0295－72－4175
　　　　　E-mail ebinekensetsu@ebine.co.jp
法面事務所　茨城県高萩市春日町2丁目20－1エースビル2－Ａ
　　　　　TEL.0293－24－5355 FAX.0293－24－8348
　　　　　E-mail eb.norimen@ebine.co.jp

海老根建設株式会社
土木・法面保護工・舗装工・解体工・設計施工

明治 大正 昭和 平成 令和
創業120年

〒319－0123　小美玉市羽鳥2607－２　TEL 0299－46－0006

代表取締役 久保田　敏　夫
代表取締役　�　原　清　寿

本　社　〒310－0851　水戸市千波町369番地１
TEL　029－241－6722㈹
FAX　029－241－4428

営業所　常陸太田市・かすみがうら市・那珂市・笠間市

おかげさまで創立 66 年

建設コンサルタント／補償コンサルタント／測量業登録

共同測量株式会社
代表取締役　河　野　　　武

〒319－1117　茨城県那珂郡東海村東海 2－1－19
TEL 029－282－1333
FAX 029－283－1363

総 合 建 設 業
株式
会社 

代表取締役　淀　野　勝　幸

〒317－0076　茨城県日立市会瀬町 1－9－16
TEL　0294－23－0878
FAX　0294－24－6654

E-mail : aiga-k@nifty.com

coat  with  paint 相賀塗装株式会社
エコ塗料取り扱い代理店

代表取締役 高根澤 和人

株式会社五建興業株式会社五建興業

〒311‒3137　茨城県東茨城郡茨城町網掛 30
TEL 029‒293‒9525　FAX 029‒293‒6302
URL http://www.gokenkogyo.com/company

【 本社 】
〒310－0804  水戸市白梅 1‒3‒23 興和ビル
TEL 029－225－6187 ㈹
FAX 029－224－0203

【 常陸太田営業所 】
〒313－0222  常陸太田市松平町 230‒2
TEL 0294－70－5180
FAX 0294－70－5181

代表取締役　平　根　成　浩

造園土木・一般土木・とび土工・法面処理・設計施工管理

代表取締役 栗　山　秀　樹

〒300－0427　茨城県稲敷郡美浦村布佐 1049
TEL 029－885－0477
FAX 029－885－0835

「次世代に引き継がれる最高のものづくりを提供していく」 株式
会社

代表取締役　雲　井　万貴子

〒311－1111　茨城県水戸市小泉町 267－1
TEL 029－269－4497　FAX 029－269－4492

公式ウェブサイト

【 本社 】
〒310－0804  水戸市白梅 1‒3‒23 興和ビル
TEL 029－225－6187 ㈹
FAX 029－224－0203

【 常陸太田営業所 】
〒313－0222  常陸太田市松平町 230‒2
TEL 0294－70－5180
FAX 0294－70－5181

代表取締役　平　根　成　浩

造園土木・一般土木・とび土工・法面処理・設計施工管理

 暑中お見舞い
　 申し上げます

特定建設業　 茨城県知事許可　第32975号

●鹿嶋本社　　　　　〒314‒0012
 茨 城 県 鹿 嶋 市 平 井 1 0 6 0 － 1
　 TEL/0299‒82‒8077 FAX/0299‒94‒5010
●神栖本店　　　　　〒314‒0148
 茨 城 県 神 栖 市 深 芝 1 4 － 1
　 TEL/0299‒77‒8035 FAX/0299‒77‒8036

代表取締役　砂押一成

茨城県ひたちなか市高野48番地
contact@sunaoshi-engei.co.jp
https://sunaoshi-engei.co.jp/

緑を創造する。

株式
会社砂押園芸

代表取締役　櫻　井　俊　一

〒301－0011　茨城県龍ケ崎市横町 4235－11
TEL 0297－62－0128
FAX 0297－62－0151

櫻井建設工業株式会社
代表取締役　斉　藤　　　実

〒300－0805　茨城県土浦市宍塚 1677－1
TEL 029－821－2891
FAX 029－821－2882

代表取締役　小　松　﨑　卓

〒319－0205　茨城県笠間市押辺2709－101
TEL　0299－45－2443
FAX　0299－45－7588

小松崎建設株式会社
特定建設業

KOMATSUZAKI

〒300－0331
茨城県稲敷郡阿見町阿見 4666－3084
TEL 029－887－4834
FAX 029－888－2857

代表取締役　杉　原　栄　司

株式会社 杉原建設
特定建設業

〒319－2256　茨城県常陸大宮市田子内町 3200－1
TEL 0295－52－1242
FAX 0295－52－3011

代表取締役　髙野　裕

civil engineering
architecture

& development

shin-ei

特定建設業
株式会社

代表取締役専務

令和７年 盛夏
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代表取締役　田　口　恵一郎

〒310－0803　茨城県水戸市城南 3－12－6
TEL 029－221－9047　FAX 029－227－5238

E-mail office@taguchi-kenko.jp

総合建設業
ISO9001:2015認証取得

千　葉　和　男
茨城県ひたちなか市平磯町1576－1
電　話　0 2 9（ 2 6 2）2 5 0 5
F A X 　0 2 9（ 2 6 3 ）7 8 1 0
E-mail：tosui001@fancy.ocn.ne.jp

三国屋建設株式会社

Ⓡ

みっくにー

100隻の作業船と海の職人集団

茨城県神栖市奥野谷8083-1
TEL:0299-96-5068
FAX:0299-96-5098

代表取締役　石　井　　　登

〒311－4153　茨城県水戸市河和田町3891
TEL　029－309－7266
FAX　029－309－7267

URL　http://www.hitachidoboku.jp

本社：〒317－0073　茨城県日立市幸町2－18－5
電話：0294－22－2121　FAX：0294－23－3775
支店：水戸　営業所：東海・北茨城・いわき・ひたちなか

代表取締役会長　沢　畑　正　剛
代表取締役社長　須　田　要　介

日立土木株式会社
豊かで夢のある空間創りをめざして

総合建設業　ISO9001認証

髙  野   弘  康代 表取 締役

代表取締役

〒300－0066
茨城県土浦市虫掛 3491
TEL 029－824－2772 ㈹
FAX 029－824－2774　

代表取締役　鈴　木　　　亮

総 合 建 設 業
北都建設工業株式会社

ISO9001:2015 認証取得
ISO14001:2015 認証取得

BCP認定企業

豊かで安全な地域社会創りをめざして

本　社　石岡市府中3－11－24
　　　　電話 0299（22）3248（代）  FAX 0299（56）3115
　　　　http://www.yaruyo.com
　　　　E-mail matsunagakoumu10@yaruyo.com

特定建設業
株式会社  松永工務店
一級設計事務所マツナガ

代表取締役　 松　永　英　信

本 社
〒302-0110 茨城県守谷市百合ヶ丘1-2391-1
TEL 0297(48)0431㈹FAX 0297(48)6004

代表取締役社長　中　楯　伸　一

〒302－0038　茨城県取手市下高井 1020
TEL：0297－78－1111
FAX： 0297－78－2681

〒317－0072　茨城県日立市弁天町2丁目2番3号
TEL 0294－22－1515（代表）　FAX 0294－22－0702
〒310－0851　茨城県水戸市千波町1853番地－1－201
TEL・FAX 029－303－5001

本　店　

水戸本社

代表取締役　佐　藤　雅　彦

地球環境の未来を考える

エコアクション21認証

代表取締役　中　庭　大　輔

〒311－0103　茨城県那珂市横堀660
TEL　029－298－3291
FAX　029－295－8250

造園設計施工
土木工事一式・緑地メンテナンス

株式会社 中庭造園土木

鶴 田 組株式会社

代表取締役　鶴　田　哲　男

茨城県那珂市菅谷4 4 5 8－ 7 3
T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5
F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

関東

代表取締役社長　上石健太郎
〒300-4513　茨城県筑西市中根870-2
TEL:0296-52-5277　FAX:0296-52-5258

地域と共に

代表取締役　松　﨑　里　志

松崎建設株式会社

本　　社　茨 城 県 潮 来 市 牛 堀 1 7 1 － 1
〒311－2436　TEL 0299（64）2918㈹　FAX 0299（64）2937
東京支店　東京都江東区南砂5‒22‒11 ハーベストハイツ3‒304
〒136－0076　TEL 03（6666）3518　FAX 03（6666）3519

代表取締役　清　水　愼　一
〒311－3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡1798

TEL　029－292－0325
FAX　029－292－1616

六美建設株式会社

代表取締役　永　井　剛　人

本　　社　〒310－0004　茨城県水戸市青柳町3657－421
　　　　　TEL（029）302－4770　FAX（029）302－4771
　　　　　E-mail　ryokuchi@lapis.plala.or.jp
常陸太田　〒313－0135　茨城県常陸太田市小島町1738
営 業 所　TEL（0294）76－2824　FAX（0294）76－2848

造園・土木・景観舗装・設計・施工・管理

代表取締役　髙　橋　　　智

本　社　〒309－1717　茨城県笠間市旭町647－1
TEL　0296－77－6787㈹
FAX　0296－77－6783　　

代表取締役　秋　葉　文　博

〒300－1158　茨城県稲敷郡阿見町住吉 2 丁目 3 番地 19
TEL 029－842－8134
FAX 029－841－4581

樋口土木株式会社
特定建設業

取締役会長　渡　邊　敏　男
代表取締役　渡　邊　東　子

〒311－1504　茨城県鉾田市安房1365－2
　　　　　　　TEL　0291－33－3775
　　　　　　　FAX　0291－32－2401

大 輝 建 設
特定建設業

株式会社

〒310－0841　茨城県水戸市酒門町 3218－1
TEL 029－248－0081
FAX 029－246－2388

代表取締役 庄　司　憲　生

造園設計施工管理

常磐造園株式会社

代表取締役　田　口　誠　壽

代表取締役　藤　枝　洋　二
専務取締役　藤　枝　賢　一

〒311－2116　茨城県鉾田市札 670 番地の 4
　　　　　 TEL 0291－39－3270
　　　　　 FAX 0291－39－6840

FUJIEDA KENSETSU
藤枝建設株式会社

特 定 建 設 業

代表取締役　羽　生　義　隆

〒311－1705　茨城県行方市内宿 1033 番地 1
TEL 0291－35－3148 ㈹　FAX 0291－35－3628

E-mail hanyu－kk@beige.plala.or.jp

株式会社

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
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